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要旨(Abstract)

土中の窒素は，吸着や硝化を経て移動する．本研究では，CEC の異なる 3 つの土でバッチ 
試験と浸透実験を行い，NH4+の吸着量と硝化量を求めた．硝化量はバッチ試験と浸透実験 
で異なった．そこで，数値解析により NH4+の吸着態および溶存態の反応速度を検討した． 
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はじめに

土中の窒素は，微生物を介して無機化や硝化

され，農作物や樹木を育てる栄養となる．NH4+

は土中で吸着態および溶存態として存在する．

NH4+の吸着特性は，土の交換性陽イオン容量

CEC により異なる．NH4+の硝化は一次分解

反応で近似できるが，吸着態と溶存態の反応の

違いはよくわかっていない．硝化の反応速度

定数は，一般的にバッチ試験で評価されるが，

実際の圃場では，吸脱着や移流により，土中の

陽イオン量は変化する．このような変化が，

NH4+の吸着特性や硝化量にどのような影響を

与えるのかは不明である．そこで本研究では，

CEC の異なる 3 種の土でバッチ試験と不飽和

浸透実験を行い，それぞれの実験における硝化

量と，土中の NH4+分布や陽イオン流出濃度を

明らかにした．また，数値計算により NH4+の

吸着態および溶存態の硝化の反応速度定数を

検討した．

試料と方法

試料には，三重大学内圃場土（沖積土 1：

CEC = 8 cmolc/kg），三重大学と岩手大学の附属

農場の畑土（沖積土 2 CEC = 15 黒ぼく土

CEC = 46）の風乾土 2 mm 篩通過分を使用した．

バッチ試験では，試料に硫安 5 cmol-N/L 水溶

液を全体に少しずつ混ぜ，気相率 20%になるよ

う内径 5 cm の 50 cm3 円筒に詰めた．そして，

一定水分量，25℃で 35 dインキュベートした．

同様に作成した 11 試料を 任意の時間に解体

し，土中の pH と EC を測定するとともに，

10 %KCl 水溶液および純水を用いて土中水を

抽出した．そして吸光光度計（DR6000）を用い

て抽出液の窒素濃度を測定した．KCl と純水で

抽出し測定した NH4+は，それぞれ全量と溶存

量とみなした． 
浸透実験では，高さ 20 cm，内径 5 cm の

カラムに，純水で湿らせた土を詰めた．上端か

ら純水を 5 d，硫安 5 cmol-N/L を 9 d，純水を

18 d 滴下した（計 32 d）．滴下速度は 0.8 cm/d

で一定とした．カラムの 3 深度に 4 極センサと

テンシオメータを設置し，電気伝導度 EC と

圧力水頭を 10 分間隔で測定した．また，下端

から 35.5 cm 下方に排水口を設け，排液を 30 

mL 毎に採取した．14 d と 32 d にカラムを解体

し，各深さの含水比と pH，土中水の窒素濃度

を測定した．排液についても，窒素濃度と pH，

EC をそれぞれ測定し，陽イオン濃度を液体

イオンクロマトグラフィーで測定した．実験は

の恒温室で行った．また，NH4+の硝化反応

の様子を，水分移動式とイオン交換反応式，

一次分解の連鎖反応式を用いて解析した．反応

には，NH4+の溶存態と吸着態の反応速度定数

ka , klをそれぞれ与え，計算は HP-1 で行った． 
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